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目には青葉山時鳥初松魚の頃を過ぎ今まさに自然界
は万物成長の真っ只中にあります。目に眩しい青さが
力強くその生命力を想起させて，もはや新設医科大学
ではない埼玉医科大学の躍進と重なって感じられるの
は小生以外の同窓生も同様であろうかと思います。さ
て埼玉医科大学医学部は今年も新卒 99 名（100％），
既卒２名（０％），総数 99 名（98％）の医師国家試
験合格者を輩出し，かつて我々同窓生がそのとき時の
国試のときに体験した，不確定さに基づくなんともい
えない不安感など知る由もありません。大変に誇らし
いことであり，一同窓生として感激の極みでもありま
す。
この高い合格率が維持できておりますのは，丸木清

浩理事長の力強いリーダーシップは云うに及ばず，歴
代の学長先生に脈々として受け継がれている医学教育
への情熱と，節目節目で大所・高所から下していただ
いたご英断に寄与するところが大きいと感じていま
す。我々同窓会もそれぞれの節目節目にオール埼玉医
科大学の一員として，よい協力体制を堅持しつつ我々
が出来うることを粛々と積み重ねてまいりました。そ
の結果として僅かばかりではありますが，埼玉医科大
学が発展してゆく方向性に寄与できてきたのではない
かと自負している次第です。
前々回の本誌に山内俊雄名誉学長が埼玉医科大学雑

誌（第 38 巻，第２号）に特別寄稿された『「すぐれ
た臨床医」育成の現状と課題』と題された論文の別刷
りを添付させていただきましたので既にご承知の同窓
生も多いこととは思いますが，その中で紹介されてい
る「すぐれた臨床医」が備えるべき知識・技能・態度
として要約されているものは，
・理解し，考えるための基本的知識，専門職に求めら
れる知識と技能を身につけていること【基本的知識
と技能】

 ・ 聞く力，伝える力，話す力，対人関係能力，国際感覚，
社会性，協調性があること 【コミュニケーション能
力】

・考える力，理解する力，判断する力，論理的に推論
する力，分析する力，統合する力，発見する力，想

像する力があること　【思考・推理・判断・分析能力】
・持続力，集中力，自立（律）心，克己心，向上心，
知的好奇心，感動する心があること。責任感，柔軟性，
包括力，省察力，高い動機，自信，誇り，自己肯定，
自尊心を持っていること　【持続・集中・自立（律）・
克己】【好奇心・感動・動機】【自己肯定・誇り・自信】

・情緒性，倫理観，豊かな心，利他の精神，思いやる
心，忖度する心，生命への畏敬，謙虚，感謝の念が
あること　【情緒・倫理・利他・謙虚・尊厳】
でありました。この中に埼玉医科大学が教育の指針

として満たすべきすべての項目が示されていると思い
ます。この紙面をお借りしてこの検討の議論にご参加
いただいたワーキンググループの皆様に深謝申し上げ
る次第です。
昭和 53 年の本学第 1 回の卒業式以来 35 年の歳

月が過ぎて，我々の子弟が医師となって活躍する時
代になりました。この 35 年間に本学はさまざまな
革新（innovation）の連続を繰り返し，それが伝統
（tradition）として築かれつつあります。我々はこの
伝統を後輩に伝えてゆかねばなりません。そしてこの
伝統の中に優れた臨床医を育成するという理念がこ
れからも永遠に中心にあってほしいと祈念する次第で
す。私は，地域単位の差はあるにせよ，救急医療現場
の疲弊や癌難民の問題などをしばしば目にして，その
中で医療を実践している者として，優れた臨床医とは
何かと自問する日々が続いています。そしてその時々
に思い出すのは，諸先生方に教えていただいた医師と
しての生き方や人としての生き方です。先代の本学理
事長の丸木清美先生は卒業式などの折りにふれ，仲間
（同窓生）を大切にしなさい，命を大切にしなさい，
良き隣人として医師として存在しなさいと我々に語り
かけておられました。埼玉医科大学の設立の理念がそ
こに凝集されている気がしますし，今になって思うと
我々が医師として何らかの社会貢献をしてゆくときの
原点がここにあると感じます。おそらくこのことが次
世代に伝えなくてはいけない大変重要な事だと思いま
す。
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